
赤
ん
坊
を
背
負
い
、
二
人
の
子
を
抱
き
、

息
を
の
む
　 

北
海
道
　
佐
藤
静
子
　 

樺
太
北
緯
四
十
七
度
線
、
■
坂
と
蘭
泊
の
村
道
に
あ
る
富
沢

と
い
う
部
落
に
、
夫
は
校
長
で
家
族
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
四

年
、
終
戦
も
間
近
い
昭
和
二
十
年
七
月
初
め
か
ら
、
約
百
二
十

人
の
日
本
軍
の
駐
屯
部
隊
が
来
て
い
た
。

終
戦
後
の
八
月
二
十
日
の
朝
ド
ド
…
…
ド
ン
と
連
山
を
ゆ
る

が
せ
、
地
面
を
震
わ
す
。

「
艦
砲
射
撃
だ
！
機
銃
の
音
だ
！
」

隊
長
と
下
士
官
は
窓
を
開
け
て
叫
ぶ
、
私
は
全
身
を
何
か
が

走
み
の
を
覚
え
た
。

真
岡
中
学
一
年
の
長
男
は
前
日
友
人
と
真
岡
へ
行
き
、
帰
っ

て
い
な
い
。

「
あ
れ
は
真
岡
だ
、
艦
砲
射
撃
に
間
違
い
な
い
」
山
下
隊
長

の
態
度
に
も
、
い
つ
も
と
違
っ
た
動
揺
の
い
ろ
が
走
っ
た
。

砲
声
は
日
暮
れ
ま
で
絶
え
間
な
く
続
い
た
。

つ
い
こ
の
間
十
五
日
に
終
戦
の
詔
勅
を
聞
い
た
ば
か
り
で
戦

い
は
終
っ
た
筈
な
の
に
。

学
校
の
教
室
に
は
避
難
民
が
集
ま
り
、
家
族
の
安
否
を
気
に

か
け
右
往
左
往
、
辺
り
は
緊
迫
し
た
空
気
に
急
変
し
た
。

隊
長
の
命
令
で
家
族
達
は
窪
田
の
山
へ
避
難
し
た
。
二
機
の

ソ
連
戦
閾
機
か
ら
弾
の
雨
が
降
る
。

三
家
族
十
七
人
は
蕗
の
葉
か
げ
に
身
を
隠
し
、
生
さ
た
心
地

は
し
な
か
っ
た
。

翌
二
十
二
日
早
朝
、
豊
原
へ
避
難
す
る
よ
う
に
と
、
軍
か
ら

の
伝
達
が
あ
っ
た
が
、
爆
音
と
射
撃
が
激
し
く
、
生
き
て
い
る

の
が
不
思
議
な
く
ら
い
、
日
中
の
移
動
は
む
ず
か
し
い
の
で
夜

を
待
っ
た
。

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
■
坂
の
空
は
真
っ
赤
だ
っ
た
、
私

は
長
男
を
案
じ
、
夕
暮
れ
の
坂
道
を
一
目
散
に
走
っ
て
、
我
が

家
に
飛
び
込
み
、
晃
ち
ゃ
ん
、
晃
ち
ゃ
ん
、
声
は
闇
に
こ
だ
ま

す
る
ば
か
り
、
悲
し
み
は
潮
の
よ
う
に
こ
み
上
げ
、
涙
で
見
た

柱
時
計
は
八
時
五
十
五
分
、
二
十
二
日
を
最
後
に
我
が
家
を
捨

て
て
、
泣
き
な
が
ら
夜
を
走
っ
た
。



捨
て
ら
れ
た
家
々
の
窓
は
異
様
に
光
り
、
村
は
湖
底
の
よ
う

に
静
ま
り
、
私
達
は
こ
の
村
の
最
後
の
避
難
民
と
い
う
悲
惨
な

境
遇
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

夜
空
を
焦
す
炎
の
街
に
向
か
っ
て
二
台
の
馬
車
を
先
頭
に
、

三
家
族
は
黙
々
と
進
む
、
■
坂
に
近
づ
く
に
し
た
が
い
、
激
し

い
人
声
、
泣
き
叫
ぶ
声
、
肉
親
を
呼
び
合
う
声
、
バ
リ
バ
リ
燃

え
る
街
を
さ
ま
よ
う
人
影
は
火
の
粉
の
中
に
数
知
れ
ず
、
ま
さ

に
■
坂
は
戦
場
で
あ
っ
た
。

夫
は
四
歳
の
子
を
背
負
い
、
私
は
赤
ん
坊
を
背
に
、
二
人
の

子
を
か
き
抱
き
、
息
を
の
ん
だ
。

し
か
し
避
難
民
と
な
っ
た
い
ま
、
火
に
追
わ
れ
、
血
に
ま
み

れ
よ
う
と
も
、
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
は
行
か
な
け
れ
ば
…
…
。

進
む
な
、
危
険
だ
、
軍
の
号
令
に
前
進
を
止
め
ら
れ
た
、
赤

い
舌
は
メ
ラ
メ
ラ
と
街
を
な
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
燃
え
て
い

る
。兵

隊
の
う
わ
ず
っ
た
声
は
火
の
中
で
狂
っ
た
よ
う
に
飛
び
交

う
、
人
々
は
泣
き
叫
ぶ
、
街
は
地
獄
絵
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
発
は
身
を
守
る
、

敵
の
捕
虜
に
な
る
前
に
死
ぬ
の
だ
、

さ
あ
行
け
…
…
、
四
人
の
兵
士
は
受
け
取
っ
た
手
榴
弾
を
抱
い

て
、
直
立
不
動
、
某
一
等
兵
が
行
っ
て
来
ま
す
、
と
火
の
街
を

走
り
去
っ
た
。

そ
の
姿
に
は
人
間
を
超
越
し
た
も
の
を
感
じ
、
私
の
左
耳
は

兵
士
の
、
右
耳
は
燃
え
狂
う
凄
ま
じ
い
音
を
、
電
柱
に
火
が
走

る
、
火
の
粉
、
火
の
木
片
が
飛
ぶ
、
子
等
は
恐
怖
に
泣
き
叫
ぶ
、

進
め
、
進
め
、
馬
は
い
な
な
き
、
あ
ば
れ
何
台
も
の
馬
車
は
狂

っ
た
よ
う
に
走
り
出
す
。

焼
け
て
垂
れ
下
っ
た
電
線
に
足
を
取
ら
れ
、
走
っ
て
は
転
ん

だ
。
数
知
れ
ぬ
避
難
民
の
群
は
、
地
獄
の
道
を
走
り
続
け
た
。

夜
空
を
焦
す
炎
の
中
に
、

軍
の
号
令
は
な
お
も
続
い
て
い
た
、

い
つ
出
た
の
か
月
は
冴
え
冴
え
と
冷
た
く
地
上
の
戦
い
を
嘲
笑

う
か
の
よ
う
に
照
ら
し
て
い
た
。

「
走
れ
、
走
れ
っ
た
ら
、
何
し
て
る
、
ホ
ラ
走
れ
」
馬
を
追

う
男
の
声
、
早
く
早
く
逃
げ
る
ん
だ
、
殺
さ
れ
る
ぞ
、
そ
の
声

は
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
、
私
達
は
食
も
な
く
、
一
睡
も
せ

ず
、
子
を
背
負
っ
て
人
波
に
押
さ
れ
押
さ
れ
歩
き
続
け
た
。

馬
は
鼻
の
穴
を
大
き
く
開
き
荒
々
し
く
息
を
は
く
昨
日
今
日

と
炎
天
下
に
一
滴
の
水
も
な
く
、
人
も
馬
も
疲
労
の
限
界
を
超

え
死
ん
で
行
っ
た
。



荷
車
か
ら
解
放
さ
れ
た
馬
は
走
る
気
力
も
な
く
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と

来
た
道
を
戻
る
馬
も
い
た
。

逃
げ
歩
い
た
道
程
は
五
十
キ
ロ
、
山
道
に
は
捨
て
ら
れ
た
衣

類
、
夜
具
、
骨
つ
ぼ
、
位
牌
ま
で
…
…
辺
り
は
夕
闇
が
迫
っ
て

い
た
頃
、
■
り
着
い
た
と
こ
ろ
は
軍
川
の
山
奥
く
流
送
飯
場
で

あ
っ
た
。

食
糧
も
な
く
、
翌
々
日
、
日
本
の
憲
兵
が
来
て
、
気
の
荒
い

ソ
連
軍
が
真
岡
へ
上
陸
し
た
と
言
う
、
山
へ
逃
げ
て
一
夜
を
明

か
し
た
、
鳥
の
羽
ば
た
き
に
も
脅
え
な
が
ら
息
を
殺
し
て
い
た
。

夜
な
か
中
、
山
道
を
通
る
足
音
、
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
と
吹
く
口
笛
、

馬
の
い
な
ゝ
き
と
車
の
走
る
音
、
話
し
声
、
恐
ろ
し
い
野
宿
が

何
日
統
い
た
こ
と
か
。

敗
戦
と
云
う
混
乱
の
最
中
で
、
目
に
見
え
ぬ
何
か
に
守
ら
れ

て
生
き
ぬ
い
た
事
を
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ

た
。

崩
れ
た
丸
太
と
共
に
川
に
転
落
・
瀕
死

の
重
傷
　 

北
海
道
　
金
田
善
太
郎
　 

私
が
樺
太
に
渡
っ
た
の
は
大
正
十
五
年
八
月
で
あ
る
、
釧
路

市
鳥
取
町
の
富
士
製
紙
株
式
会
社
に
入
社
知
取
工
場
に
配
属
と

な
っ
た
。

昭
和
四
年
三
月
、
西
海
岸
の
恵
須
取
町
に
新
工
場
が
新
設
さ

れ
る
の
で
、
技
術
者
と
い
う
の
で
命
に
依
り
転
勤
す
る
た
め
三

月
十
七
日
知
取
出
発
、
単
身
赴
任
で
あ
る
。

多
数
の
友
人
に
見
送
ら
れ
知
取
駅
を
出
発
、
真
縫
駅
に
て
下

車
、
こ
れ
よ
り
横
断
の
山
道
へ
と
向
か
う
、
馬
ソ
リ
に
乗
っ
て

約
二
十
八
キ
ロ
、
こ
こ
を
五
時
間
が
か
り
で
山
越
え
を
し
西
海

岸
の
久
春
内
と
い
う
村
に
着
く
、
午
後
七
時
頃
と
思
う
、
東
海

岸
に
比
較
す
る
と
下
着
一
枚
は
暖
か
い
、
こ
の
夜
は
ゆ
っ
く
り

と
休
む
。

翌
朝
は
早
い
午
前
六
時
出
発
、
三
月
で
は
未
だ
暗
い
、
次
の




